
テクノロジー FLOQSwabs®

FLOQSwabs®

検体採取スワブの概念を　　
変えたスワブ

プレアナリティクス
のターニングポイント  



特許を取得した技術

FLOQSwabs®はなぜ特別なのか？
CopanがFLOQ®テクノロジーに着目したのは2003年のことです。
この技術の最大の特徴は、短いNylon®繊維を垂直に植毛したチップにあります。
この発明は、プレアナリティクス（分析前処理）の世界に大きな変化をもたらし、検体採取スワブの概念を変える発明となりました。

構成 

FLOQ®から FLOQSwabs®へ

FLOQSwabs®では、プラスチックシャフトが支えるチップ部分にFLOQ®技術が適用されています。
他のスワブの構造とは異なり、FLOQSwabs®は毛細管現象を利用した迅速な検体採取が可能となります。また、規則正しい繊
維植毛構造により、採取した検体試料を効率よく放出1することができます。

通常の繊維スワブの顕微鏡画像 FLOQSwabs®の顕微鏡画像

FLOQ®をフォローしてみましょう

このフロックマークは、当社の特許技術であるFLOQ®技術が使

用されているすべての製品、例えばFLOQSwabs®と組み合わせ

ることができるすべての検体輸送メディアなどを分かりやすく示

しています。このマークは、当社の印刷物やオンラインコンテン

ツなどで見つけることができますので是非探してみてください。

フロックマーク



FLOQSwabs®は、カスタマイズ可能な成形
プラスチック製のアプリケーターシャフトと
チップから構成されており、様々なサイズや
形状でご用意できます。
フロック加工が施されたFLOQSwabs®のチ
ップは優れた検体採取能力と溶出効率を実
現し、その後の分析における検査性能を向上
させます。2

特別に設計されているプラスチック製のシャフトがフロック加工されたチ
ップを支え、強度と柔軟性を兼ね合わせた設計となっています。
また、検体採取後にチューブ内のチップを簡単に分離できるようシャフト
にブレークポイントを設けることもできます。フロック加工が施されたチ
ップと同様に、FLOQSwabs®のシャフトもすべてCopanが設計および製造
を行っています。

シャフトとチップ

検体採取効率を高め、オペレーターの安全に配慮

企業価値を守る

Copanの知的財産へのアプローチ
継続的なイノベーションを目指すCopanの企業努力から生まれた
FLOQSwabs® などの製品は、私たちにとって大きな意味を持ちます。
私たちは、知的財産権を適正に取得し、公正かつ有効的にそれらを活用しな
がらビジネスを展開しています。

 利点

プレアナリティクス（分析前処理）のターニングポイント
FLOQSwabs® は微生物学における分析前処理の世界にイノベーションをもたらし、医療従事者の要望に応えています。

検体採取を行うあらゆる
身体部位に対応する設計

様々な媒体との組み合わせ
が可能  

様々な形状、シャフトやチップ
から選択可能 

高い検体採取能力と
溶出効率 

特許取得済み
フロック加工スワブ
毛細管現象を利用して
試料を素早く取り込み、
効率的に試料を溶出す
ることができます。

プラスチックシャフト
高い強度、柔軟性そして
長期的な安定性を実現。

粘着剤
すべての検体採取に互換
性のある高効率で凝集性
のある処方。



全ての人にご利用いただくために

FLOQSwabs®は、サイズ、シャフト直径、先端のチッ
プ形状が多様化し、様々な採取部位に対応している
だけでなく、数多くのアプリケーションと組み合わせ
て使用できます。
これによりFLOQSwabs®は、侵襲的で、痛みを伴い、
費用のかかる検体採取手順に代わる、忍容性の高
い代替手段となりました3,4。

ご要望に応じて、カスタマイズされたFLOQSwabs®

をご提供できますのでご連絡下さい。 

価値のあるツール…

様々なメディアとの互換性

いくつもの理想的な組み合わせ

FLOQSwabs®は、細菌学およびウイルス学に基づく様々な検体採取および輸送メディアと組み合わせることでその柔軟性をさらに高め
ることができます。特定の採取部位、病原体、ダウンストリームアプリケーションなどのお客様のニーズに合わせて、最も適した組み合わ
せをご提案します。  

UTM®

ウイルスの採取、輸送および保存の
ための輸送培地

Mswab®

核酸検査から培養に適切化された
検体の採取、輸送および保存用デバイス

SRK®

環境表面および設備向け
微生物検査用デバイス

eNAT®

微生物を不活性化する
核酸検体の採取および保存用培地

eSwab®

細菌培養や核酸検出など多用途の
検体採取、輸送および保存システム



シンプルで快適さを求めたFLOQSwabs®の設計は、
ポイントオブケア以外での検査の道を開きました。
Copanは自己検体採取用に特別に設計された製品ラ
インを開発しています5。
自己検体採取による検査の普及は通院、就業、心理的
および文化的な障壁などを軽減し、多くの人のヘルス
ケアプログラムへの参加を促しました6,7,8。

セルフコレクション（自己検体採取）

疾患を予防し、健康を自らの手で

FLOQSwabs®の活用

様々なアプリケーションに対する汎用性
2003年以来、微生物学や臨床科学の世界は大きく進化しました。時代の変化に合わせ、Copanは新しいアプリケーションに適合するス
ワブを拡充してきました。　FLOQSwabs®はその優れた柔軟性と信頼に値する安定性によって臨床検査室、製薬会社、食品会社や犯罪
捜査機関から選ばれ続け、さらには自己検体採取デバイスとしても世界的な成功を収めました。
FLOQSwabs®が活用されている様々なシーンに合わせて用意されているパンフレットを是非ご覧ください。

　クリニカル

FLOQSwabs® のホームグラウン
ド。ウイルス、細菌や核酸検体採
取における性能が臨床研究で広
く活用されています。

製造業

FLOQSwabs®テクノロジーは、
食品、製薬および化粧品業界
に広く活用されています。

　　ビジネスアライアンス
　　（業務提携）

FLOQSwabs®は、医療診断を
行う企業にとって理想的なパ
ートナーです。
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